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浦幌町に残る鉄道用煉瓦構造物
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In Urahoro, there are countless brick structures left over from the railroad. These structures 

include tunnels, bridges, and storehouses, and while some are still in use, others are not. It is 

thought that these structures were made around 1903-07, when the railway opened. So far, these 

brick structures are not particularly well known, and have come to be secretly dismantled. 

From now on, we should devise a way to get the people of many towns to know about these 

structures while investigating the detailed history and construction of them. These structures 

supported the modernization of the towns and Japan, and it can be said that the structures 

remaining in Urahoro are valuable cultural assets. Future generations should inherit the 

historical legacy of these brick structures along with the history of the railroad.
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1.緒 言

　浦幌町は、十勝で最初に鉄道が開業 した町である。1903(明 治36)年12月25日 、当時、釧路～

音別間を開業 していた官設鉄道釧路線が浦幌 まで延伸 し、厚内 ・浦幌の2駅 が開業。十勝最初の

鉄道となった１)。

　浦幌町内には、開業当時を記憶する鉄道施設が今も残 り、十勝の鉄道史を技術面から伝えている。

一般に十勝の鉄道遺産 としては、狩勝峠で知 られる新得町や、アーチ橋で知 られる上士幌町の旧

士幌線が知られ、経済産業省の近代化遺産など、文化財的価値が公的に認められている2,。これ

らの鉄道史上の重要な施設群は、近年 「鉄道遺産」 と呼ばれ、日本の近代化を証する歴史資料と

しての存在意義が高まって きている31。

　一方、これ まで十勝東部における鉄道遺産については、現存実態 も把握 されてお らず、その歴

史的意義が検証されないまま失われるケースもあった。そこで、2013(平 成25)年 現在、浦幌町

内にどのような鉄道遺産が現存するかの調査を実施 し、種類 と位置、状態についての概要 を記録

した。本稿ではこのうち煉瓦構造物を対象に、概要を報告する。

　なお、調査の対象は根室本線 に関する煉瓦構造物のみとした。 また、鉄道用煉瓦構造物に関 し

ては小野田滋の一連の研究があ り、本稿における用語などはそれらの成果に従った4）。
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2.概 要 と現状

(1)危 険品庫

浦幌駅1番 線 ホー ムの駅 本屋 よ り帯広 寄 りに、

煉瓦造 りの小 さな倉庫が ある(図 １)。これは 「危

険 品庫」 と呼 ばれ る、 主に照 明 や信号灯 火 な ど

に用 いる ランプ燃料 の油 を保管す る為の倉庫で 、

駅 本屋 な どの 木造建 築が 主流 だっ た時 代 にあ っ

て 、耐 火 建築 と して の煉瓦 構造 物 とな った。呼

称 と しては 他に も 「油庫 」、「ラ ンプ小 屋」 な ど

が あるが、鉄道での 名称は 「危険 品庫」が 多 く、

当該建物 の登 録上 の 名称 は 「浦 幌駅 危険 品庫1

別 である。

浦幌駅 危険 品庫1号 は、鉄道 開業 の4年 後 に

あ た る1907(明 治40)年12月 築 造 と され る1こ

れ は、現 在危険 品庫 を所 有す る北海 道 旅客 鉄 道

株 式 会社(JR北 海 道)に 残 る図面 に記載 され た

年 「で あ る、一 方、 危険品 庫の 扉脇 に貼 られ た

国鉄 の財 産票には 「M44〔 明治44年 〕」 と記載 さ

れてお り、図面の 記載 年と一致 しない。 しか し、

財 産 票は必ず しも築造 年 を示す もの とは限 らな

い と推 察 し、 ここでは図 面 に記載 され た築造 年

であ る1907(明 治40)年12月 を築 造 年 と考 える

事 にする。

煉瓦 は、長 手のみ の列 と小rlの みの 列 を交 玩

に積み 重ね る、いわゆ る イギ リス積み(English

Bond)を 基 本 とす る,,ホ ー ム側 に入口扉、構 外

側 に窓1ヶ 所が 設置 され、 これ らは 重厚 な鉄 製

扉で ある。屋 根 も鉄 板葺 きだが、屋 根の状 態 が

築造 当初 か ら変 わ ってい ないか は、今の ところ

はっ き りと して しない。

危険 品庫 の建 築様式 も、時 代や 地域 に よる形

状 の違いが認 め られ る。図2は 旧東海道線稲荷駅
hに 保存 されて い る

、1879(明 治12)年 建 築 の

煉 瓦造 り危険 品庫 であ る。現 存す る 日本最 古の

危険 品 庫 で、 準鉄 道記 念物 に指 定 され てい る,

煉瓦 建築で、棟高が高 く、屋根 は瓦 で出来ている,.

また、図3は 、小樽 市の旧手宮駅構 内(現 小樽 市

総 合 博物 館構 内)に 保存 されて いる旧北 海道 炭

磯 鉄 道の 危険 品庫 で あ る.1898(明 治31)年 頃

の建 築 と され、煉瓦 建築 物 では な く、屋根 は鉄

図1浦 幌駅危険品庫1号

図1-1

浦 幌駅1番 線ホーム端 に設置 されてい る危 険品庫(右 端)の

様 子(2013年 筆者撮 影)
図1-2

駅 前広 場から見た危険品 庫(背 面)の 外 観(2013年 筆者 撮影)

図2旧 東海道線稲荷駅危険品庫(京 都府京都市伏見区深草稲
荷御前町)
2011年4月5日 内田祐一氏撮影 ・提供






















